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のように，外乱の相関関数〈μ（m，π）μ（v，W（才））〉と原確率微分方程式の補助過程
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の場合，簡約GFP方程式は次の形をもつ：
岳・（川）一一如一音（一αゾが1）～（・）去舌出（・）（ル
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 たとえば回帰分析で多項式回帰モデルを用いたとすると，低次のモデルでデータの構造を表現しきれ
たい場合，不適切な次数の上昇は推定値の不安定を招いたりパラメトリック・モデルに特有のくせをデー
タに押しつけることにたり，望ましい結果は得られない．このようた場合，推定値が滑らかに変わると
いう条件の下で尤度を最大化することによってパラメタの推定値を決める方法が有効である．問題は滑
らかさのウェイトをどう決めるかであるが，赤池は，この問題をベイズ型モデルの事前分布のパラメタ，
いわ咳るハイパー・パラメタの選択の問題と見なして，周辺尤度最大化による決定法を提案した．これ
を基礎にした“ABIC最小化事後モード法”とでも称すべき推定法は多くの現実の問題に適用され，極
めて有用た解析結果を生み出してきた．
 ところで，“ABIC最小化事後モード法”は，通常，冒頭で述べたような状況，すなわち，パラメタθ
でデータκを規定するモデル！（κ1θ）の推定が問題であるが，推定法設計上の技法としてハイパー・パ
ラメタωをもつ事前分布π（θ1ω）を想定し，この事前分布を利用することによって∫（κ1θ）のよい推
定値を得ることをめざすという状況で用いられる．しかし，・・1・の定義式の第・項の尤度ル1
θ）π（θ1ω）aθは！（κ1ω）と書けるから，ABICは，パラメタωを最尤法で決めたときの！（κ1δ）のよ
